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投稿

正
行
先
生
（
静
岡
県
立
総
合
病
院
地
域
医

療
支
援
監
）
⑦
矢
野
邦
夫
先
生
（
浜
松
医

療
セ
ン
タ
ー
感
染
症
管
理
特
別
顧
問
）
⑧

石
井
廣
重
先
生
（
石
井
第
一
産
科
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
な
ど
の
錚
々
た
る
来

賓
の
方
々
が
列
席
す
る
。
会
場
の
感
染
対

策
は
万
全
を
期
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
良・

最
善
・
最
高
の
感
染
対
策
を
立
て
、
宴
会

場
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
目
論
ん
だ
。（
別
掲

載
参
照
）。

　
開
催
日
は
２
０
２
２
年
10
月
２
日
、
会

場
は
ザ
・
浜
名
湖
２
Ｆ
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
。
来
場
者
１
０
０
名
に
対
し
、
直
径
２

ｍ
の
テ
ー
ブ
ル
25
個
で
対
応
し
、
壇
上
に

掲
げ
ら
れ
た
横
断
幕
（
５
ｍ
×
０・
９
ｍ
）

に
掲
示
さ
れ
た
「
連
携
に
感
謝
」
が
誇
ら

し
い
。

　
既
に
会
場
内
に
設
置
し
た
４
つ
の
大
型

フ
ァ
ン
が
、
緩
や
か
な
気
流
を
漂
わ
せ
て

い
る
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
プ
ロ

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
山
本
愛
子
さ
ん
と
ピ

ア
ノ
演
奏
者
・
山
本
絵
里
子
さ
ん
も
控
室

で
待
機
し
て
い
る
。
旧
知
で
あ
る
林
望
名

誉
顧
問
（
浜
松
市
や
ら
ま
い
か
大
使
）
作

詞
の
浜
松
市
歌
が
流
れ
る
中
、
司
会
者
・

原
田
靖
子
さ
ん
に
よ
り
開
会
宣
言
が
告
げ

ら
れ
た
。

主
催
者
挨
拶

　
テ
ー
マ
を
「
連
携
に
感
謝
」
と
し
た
理

由
を
伝
え
た
。
初
代
院
長
・
２
代
目
院
長

の
頃
と
違
い
、
現
在
は
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
・
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
予
防

が
重
要
で
あ
り
、
が
ん
、
そ
の
他
の
予
防

に
は
、
タ
バ
コ
対
策
が
重
要
で
あ
る
。　

　
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
３
代
目
院
長
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
だ
。
国
策
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
関
係
省
庁
の
影
響
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
効
き
に
く
い
領
域
で
あ
る
。
こ
つ
こ

つ
と
地
域
住
民
に
喫
煙
の
有
害
性
・
受
動

喫
煙
の
健
康
被
害
を
伝
え
て
き
た
。　

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
医
療
機
関
、
浜
松
市

政
、
教
育
委
員
会
、
建
設
会
社
、
杏
林
堂

薬
局
、
タ
ク
シ
ー
協
会
、
医
療
機
械
関
連

そ
し
て
世
論
時
報
社
な
ど
、
大
勢
の
支
援

が
あ
っ
て
の
成
果
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
回

の
テ
ー
マ
「
連
携
に
感
謝
」
で
あ
る
。

 

「
本
日
は
加
藤
醫
院
百
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
…
…
」。

　

イ
ベ
ン
ト
の
終
わ
り
の
挨
拶
で
あ
る
。

頭
を
下
げ
た
が
、
眼
を
閉
じ
て
い
て
も
来

場
者
か
ら
、
満
足
し
た
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
万
雷
の
拍
手
は
、
深
い
共
感
を
物

語
っ
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
百
周
年
記
念
式
典
」

強
行
開
催
は
、
あ
る
種
の
リ
ス
ク
が
付
き

ま
と
う
。
ま
し
て
、
個
人
医
療
機
関
の
主

催
で
あ
り
、
式
典
実
施
は
諸
刃
の
剣
だ
っ

た
。
万
全
を
期
す
た
め
に
慎
重
に
下
準
備

を
続
け
て
き
た
。

は
じ
め
に

　
大
正
11
年
開
院
の
加
藤
醫
院
は
今
年
で

百
周
年
余
を
迎
え
る
。
そ
の
間
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
移
り
変
わ
り
、
疾

患
形
態
も
感
染
症
主
体
か
ら
、
生
活
習
慣

病
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
医
業
と
し
て
は

祖
父
（
加
藤　
勇
）
44
年
継
続
、
父
（
加

藤　
敬
）
34
年
継
続
し
、
現
院
長
の
一
晴

は
22
年
継
続
に
過
ぎ
な
い
が
、
喫
煙
対
策

を
通
じ
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
少
し
ば
か

り
寄
与
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　
浜
松
市
は
政
令
指
定
都
市
中
、
健
康
寿

命
が
３
期
連
続
ト
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
社
会
環
境
禁
煙
化
に
心
血
を
注
い
だ

こ
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
開
院
百

周
年
記
念
と
地
域
を
纏
め
た
喫
煙
対
策
の

成
果
披
露
を
主
眼
に
、
開
催
決
定
し
た
。

　
い
っ
ぽ
う
で
、
亡
父
が
37
年
前
に
息
子

（
一
晴
）
が
医
師
に
な
っ
た
こ
と
で
、
近
隣

住
人
を
招
い
て
お
披
露
目
の
会
を
開
い
て

く
れ
た
こ
と
も
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
。

第
７
波
最さ

中な
か
の
感
染
対
策

　
今
回
の
式
典
に
は
、
①
鈴
木
康
友
市
長

婦
人
、
②
尾
﨑
治
夫
先
生
（
東
京
都
医
師

会
長
）
③
城
内　

実
氏
（
衆
議
院
議
員
）

④
自
見
は
な
子
氏
（
参
議
院
議
員
）、
⑤
稲

葉
大
輔
氏
（
浜
松
市
議
会
議
員
）
⑥
加
治

加
藤
一
晴
　
加
藤
医
院　

院
長

「
連
携
に
感
謝
」

加
藤
醫
院
開
院
百
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

〜
答
え
は
そ
よ
風（
微
風
）の
中
に
あ
っ
た
‼

ソプラノ歌手・山本愛子さんの美声が会場に響きわたった
（アトラクションの場面）。

会場の後方に設置した大型ファン２機



13 12

投稿
　
生
活
習
慣
病
が
管
理
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
個
別
に
は
不
十
分
な
点
が
多
い
。

や
は
り
地
域
住
民
へ
の
啓
発
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
関
係
各
位
と
の
連
携
を

重
視
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
諸
団
体

と
の
関
係
性
を
深
め
る
こ
と
こ
そ
が
需
要

で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位
を

明
記
す
る
。

加
治
正
行
先
生

（
静
岡
県
立
総
合
病
院
地
域
医
療
支
援
監
）

蓬
台
浩
明
氏

（
株
式
会
社
都
田
建
設
代
表
取
締
役
）

青
田
英
行
氏

（
株
式
会
社　
杏
林
堂
薬
局
取
締
役 

副
会
長
）

久
野
富
雄
氏

（
浜
松
交
通
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

宮
崎　
正
先
生
（
浜
松
市
教
育

長
）

蒲
重
光
先
生

（
学
校
法
人
黄
柳
野
学
園 

黄
柳

野
高
等
学
校　
理
事
）

坂
田
英
夫
氏

（
前
雄
踏
地
区
連
合
自
治
会
長
）

足
立
典
正
画
伯

（
洋
画
家
）

山
下
瑠
美
子
さ
ん

（
書
道
家
）

里
中
恵
介
氏

（Luna 

＆ Stella

代
表
）

と
、
大
勢
の
方
か
ら
の
有
形
無

形
の
協
力
が
あ
っ
た
。

　
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
喫
煙

問
題
の
肝
心
の
部
分
を
知
ら

ず
に
大
人
に
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
上
記
の
如
く
、

社
会
的
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

領
域
に
直
接
出
向
き
、
真
実
を

　
こ
の
よ
う
に
揺
る
ぎ
な
き
世
論
形
成
を

背
後
に
、「
タ
バ
コ
を
売
っ
て
い
て
も
、
買

う
人
が
少
な
い
街
」
へ
と
進
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。当
然
、住
民
喫
煙
率
も
下
が
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
っ
た
。
こ
の

seam
less

な
市
民
活
動
は
、
加
藤
醫
院
開

院
百
周
年
の
集
大
成
に
華
を
添
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

鏡
開
き

　
壇
上
に
２
つ
の
樽
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

登
壇
者
８
名
が
杵
を
下
ろ
し
て
蓋
を
割
っ

た
が
、
中
に
は
日
本
酒
で
な
く
紅
白
の
餅

が
入
っ
て
い
た
。
会
場
か
ら
ど
よ
め
き
が

上
が
っ
た
が
、
司
会
者
か
ら
は
、「
鏡
開
き

な
ら
ぬ
鏡
餅
で
し
た
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
っ
た
。

　
乾
杯
の
挨
拶
・
石
井
第
一
産
科
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
あ
と
乾
杯
し
、
壇
上

で
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
挨
拶

鈴
木
康
知
市
長
代
理

知
寿
夫
人

　
浜
松
市
政
を
４
期

に
わ
た
り
担
当
し
て

お
り
、
健
康
政
策
が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

尾
﨑
治
夫 

東
京
都
医
師
会
長

　
東
京
都
医
師
会
長

と
し
て
、
浜
松
市
の

喫
煙
対
策
を
評
価
さ

れ
来
浜
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
現
在
、
一
刻
も
早
く
感
染
の
終

焉
を
願
っ
て
い
た
。
前
回
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
喫
煙
対
策
で
は
、
全
国
か
ら
の
応

援
が
あ
り
、
特
に
浜
松
か
ら
の
情
報
提
供

も
大
き
か
っ
た
。

城
内
実 

衆
議
院
議
員

　
幼
少
期
か
ら
喘
息

気
味
で
苦
し
い
思
い

を
し
て
い
た
が
、
原

因
は
よ
く
解
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
ド
イ
ツ
で
の
滞
在
期

間
は
、
さ
ほ
ど
苦
し
さ
は
感
じ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
は
受
動
喫
煙
の
影
響
で
あ
る
と

理
解
で
き
た
。
国
会
内
の
喫
煙
対
策
は
よ

う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
声
を

上
げ
続
け
た
い
。

自
見
は
な
子 

参
議
院
議
員

　
健
康
政
策
面
に
お
い
て
、
タ
バ
コ
問
題

は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
妊
婦
喫
煙

や
こ
ど
も
の
へ
の
受

動
喫
煙
な
ど
の
健
康

被
害
は
後
を
絶
た
な

い
。
こ
の
た
び
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
出
来

た
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
山
本
愛
子
さ
ん
が
壇

上
か
ら
美
声
を
披
露
し
た
。
曲
名
は
１「
私

の
大
好
き
な
お
父
さ
ん
」、
２
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」、
３
「
乾
杯
の
歌
」
で
、
ス
テ

ー
ジ
上
か
ら
の
圧
倒
的
な
声
量
に
聴
衆
は

圧
倒
さ
れ
た
。

ミ
ニ
講
座

講
師
・
矢
野
邦
夫
先
生
（
浜
松
医
療
セ
ン

タ
ー
感
染
症
管
理
特
別
顧
問
）　

 

「
今
、
感
染
症
を
考
え
る
」
と
称
し
た
15

分
間
の
ミ
ニ
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
現
状

の
感
染
状
況
を
、
戦
国
武
将
に
準
え
た
講

演
内
容
に
、
会
場
は
深
く
納
得
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
も
３
年
目
を
迎
え
、
地
域
住
民
の

感
染
対
策
意
識
も
高
揚
し
て
き
た
。

会
場
の
ザ
浜
名
湖
・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

に
配
置
し
た
2
5
台
の
円
形
テ
ー
ブ
ル

は
４
人
掛
と
し
、
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
を

置
い
て
、
２
機
の
大
型
フ
ァ
ン
で
ホ
ー

ル
内
の
空
気
の
淀
み
を
無
く
し
た
。 

「
こ
れ
ま
で
の
加
藤
医
院
、
こ
れ
か
ら
の
加
藤
医
院
」

主
催
者　

加
藤
一
晴
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伝
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
以
上
の

足
跡
は
、
見
え
る
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

大
勢
の
支
援
が
あ
っ
て
の
も
の
で
、
ま
さ

に「
連
携
に
感
謝
」と
考
え
て
い
る
。
人
々

は
、“
波
紋
は
起
き
る
も
の
で
は
な
く
、
起

こ
す
も
の
で
あ
る
”
こ
と
に
薄
々
感
じ
始

め
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
民
主
主
義

の
原
則
は
、
多
数
決
の
原
理
と
少
数
派
の

権
利
と
云
わ
れ
る
が
、
声
を
上
げ
る
こ
と

こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
い
っ
ぽ
う
で
県
内
の
タ
バ
コ
問
題
を
俯

瞰
的
に
眺
め
る
と
、
糖
尿
病
罹
患
に
も
同

じ
傾
向
が
あ
る
。
県
内
で
も
自
治
体
に
よ

り
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
糖

尿
病
連
携
に
関
し
て
県
民
の
意
識
高
揚
は

ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
引
き
続
き
顔
の
見
え

る
関
係
を
構
築
し
、
十
分
な
コ
ミ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
た
い
。

各
々
の
テ
ー
ブ
ル
席
で
挨
拶

　

関
係
各
位
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
間
、

家
内
と
と
も
に
25
テ
ー
ブ
ル
す
べ
て
に
挨

拶
周
り
を
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
移
動
中

に
も
、
背
後
の
大
型
フ
ァ
ン
は
回
転
し
て

お
り
、
身
体
に
は
僅
か
な
風
を
感
じ
た
。

更
に
前
方
の
２
つ
の
フ
ァ
ン
が
屋
外
排
気

し
続
け
て
い
た
。
屋
内
大
気
は
緩
や
か
に

前
方
に
移
動
し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

　
大お
お
袈げ

裟さ

に
言
え
ば
、“
壁
に
囲
ま
れ
た
屋

内
会
場
”
の
、“
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
大
規

模
テ
ラ
ス
席
化
”
作
戦
は
完
ぺ
き
で
は
な

い
が
成
功
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
辺
り
の
雰
囲
気
を
察
知
し
て
か
、

各
テ
ー
ブ
ル
の
参
加
者
は
満
足
げ
な
表
情

だ
っ
た
。

終
わ
り
の
挨
拶 

稲
葉
大
輔 

浜
松
市
議
会
議
員

　
我
々
は
、
日
々
、
連
携
し
ま
し
ょ
う
と

口
に
し
て
い
ま
す
が
、「
連
携
に
感
謝
」
と

の
思
い
は
無
く
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
や
は
り
議
員
活
動
に
必
要
な
の
は
、

今
日
会
場
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
浜
松

市
民
（
地
域
住
民
）

と
の
連
携
に
感
謝

す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
皆
様
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
波
の
最
中

に
開
催
さ
れ
た
「
加
藤
醫
院
百
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
」
は
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
開
催
７
ヵ
月
前
か
ら
企
画
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
来
場
者
へ
の
配
慮
、

緻
密
な
会
場
準
備
、
も
て
な
し
等
と
と
も

に
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
を
講
じ
た
。
こ

れ
に
は
多
く
の
方
か
ら
の
助
言
・
提
言
が

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
実
際
、
10
月
初
旬
は
感
染
者
数
も
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
が
、今（
12
月
初
旬
）

で
は
実
現
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
大
人
数
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
感

染
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
主
催
者
に

勇
気
と
希
望
を
与
え
、
自
信
に
繋
が
っ
た
。

　
今
回
、
開
業
百
年
と
い
う
慶
賀
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
望
外
の
喜
び

で
あ
る
。
次
世
代
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
た
い
。

謝
辞
：
29
名
の
各
氏
か
ら
は
、
心
温
ま
る

祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
紙
数
の
都

合
上
、
お
名
前
は
割
愛
し
ま
し
た
。
会
場

の
感
染
対
策
に
尽
力
い
た
だ
い
た
ザ
・
浜

名
湖
ス
タ
ッ
フ
、
お
よ
び
百
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
準
備
委
員
会
の
皆
様
、
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
世
論
時
報
」
の
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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